




表左側︓ 第3四半期と第4四半期の比較
売上⾼︓ 11%増加 (創業以来最大)

ロジック製品における、
⾞載向けやフラッシュメモリコントローラなどの受託量増加

損 益︓売上⾼の増加に伴い、営業、経常、純利益のいずれも増加

表右側︓ 年間での前年との比較
売上⾼︓ 41%増加（創業以来最大）

貿易摩擦の影響と思われる受託量の減少を上回る、
⾞載向けをはじめとするロジック製品の受託量増加 など

損 益︓年間比較においても、営業、経常、純利益のいずれも増加



・売上⾼の増加に伴い、営業利益増加

・稼働維持と、設備投資分の寄与により営業利益率も向上



製品別
メモリ製品の若⼲減少に対し、ロジック製品が大きく増加

⾞載⽐率
40%超え
地域別⾞載比率も目標値に近い⽔準

日本 44% （目標値 : 50%)
台湾 41% （ 〃 : 40%)



キャッシュフロー
四半期 ︓フリーキャッシュフローのプラス回復
年間 ︓フリーキャッシュフローのプラスを維持

（設備投資のコントロールと業績の回復）

主要B/S項目
事業リスクを吸収しつつ、投資を継続できる財務体質を維持・強化

2020/12         2021/9 2021/12

⾃⼰資本比率 42.5%             41.8 %       41.6%

D/Eレシオ (※) 0.35 0.32               0.32

※︓ (有利⼦負債 － 現預⾦) / ⾃⼰資本



設備投資
検収ベースで計上

• 半導体不⾜により設備納期が⻑期化する環境下、
顧客及びベンダーとのパートナーシップにより、ほぼ計画通りに投資を実⾏
→ 売上⾼、利益及び利益率の改善に寄与





表左側︓ 第4四半期と第1四半期の比較
売上⾼︓ ほぼ横ばい

① ⾞載向けや5G基地局向け及びフラッシュメモリコントローラなどの受託量増加
② ディスプレイコントローラの受託量減少

損 益︓ 営業利益、経常利益、ほぼ横ばい
純利益、若⼲減（法⼈税等調整額などの⼀時的要因の消滅）

表右側︓ 第1四半期と第2四半期の比較
売上⾼︓ 増加

① 生産・在庫調整のリスクに留意
② ⾞載向けや5G基地局向け及びフラッシュメモリコントローラなどの受託量増加

損 益︓ 営業利益、経常利益、増加
純利益、若⼲減

（テラプローブ会津の事業終了に伴う事業構造改善費⽤計上）



上半期合計の前年との比較
売上⾼︓ 27%増加
損 益︓ 売上⾼の増加に伴い、営業、経常、純利益のいずれも増加





設備投資
→ 需要動向を⾒きわめながら、戦略分野に対する投資を継続

減価償却費
→ 既存設備の償却終了もあり、ほぼ横ばいで推移





・ 中⻑期的な業界の⾒通しを踏まえた、大枠の方針については、大きな⾒直しなし

・ 最近の外部環境や、当社⾃身の事業構造の進展」踏まえて、
今期、特に注⼒すべきポイントを⾒直し

⇒ さらなる成⻑機会を確保







2021年12月期
⼀定の事業基盤と「配当の原資」を有する状況
→ 1株17円で、期末配当を開始

今後の配当額、配当性向
→ 当⾯は、単体の「当期純利益の30％程度」
→ 蓄積ができた後は、「連結純利益の３０％」を基準

株主優待（QUOカード贈呈）の廃止
→ 公平な利益還元という観点から、今回の3月送付分をもって廃止

継続的に2021年12月期以上の還元ができるよう、業績向上に注⼒












